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大事なのは負けた後の思考と行動だ 

表彰式、報告会、壮行会を行い、見事な成果をあげた皆さんを全校で讃えた。素晴らしい。

同時に、表彰には至らなくとも、それぞれの目標に向かって情熱を注いだ多くの皆さんが

いる。その努力も讃えたいと思う。かけがえのない敗北、かけがえのない挫折を体験した

人もいるだろう。精一杯努力した上での敗北、失敗、挫折は貴重だ。大事なのは負けた後

の思考と行動だ。負けた経験はあなたの人格を磨く。人の痛みに共感する力を育ててくれ

るだろう。どうすれば次のチャンスに望んだ結果を得られるか、戦略的に考え、行動する

力を育ててくれるだろう。 

 

学び合い、高め合う集団であれ 

今学期、評価平均 4.2 以上の成績優良者が、１学年 40 人、２学年 57 人、３学年 89 人い

た。本人にはまだ知らされていないだろうが、努力をたたえたい。優良な成績を収めた人

は、個人の学力向上だけにとどまらず、周囲を巻き込んでほしい。学び合い、語り合い、

高め合う集団の核になってほしい。成績が振るわなかった人は、先ほども言ったが、戦略

的に考え、行動するきっかけにしてほしい。夏季休業に入る。「ひとまず今週はのんびり過

ごそう」ではなく、すぐに反省を行動に移すべきだ。今日やることで明日の行動が変わっ

てくる。スマートフォンに触る時間が長いことが成績不振の原因の一つであるならば、一

旦、スマートフォンを目につかないところにしまうことから始めてはどうか。人に言われ

てするのではなく、自ら考えて行動してほしい。 

 

競争局面の先に 

３年生は進路決定に向けて、選び、選ばれるフェーズに既に入っている。競争局面はあな

たを鍛えてくれる。仲間と励まし合い、切磋琢磨して自分の能力を高め、競争局面を乗り

切ってほしい。同時に、競争自体は目的ではなく、競争局面の先に求められるのは人と協

働する力だということを忘れずにいてほしい。この夏が実り多いものとなることを願う。 

 

続・越辺川の岸辺に柳は萌えるか 

さて、やなぎ祭を前に、柳の話をする。昨年 12月に一度、柳を探究する話をしたが、その

続きだ。前回話した概要はこうだ。 

・「さみどりに柳は萌えて 越辺川流れて止まず」と校歌に歌い、校章や Flap のデザイン

にも柳の葉を用いているが、実際に、自生している柳を目にした人はいるか？果たして「越

辺川の岸辺に柳は萌えるのか？」これは本校のアイデンティティーに関わる問いだ。 

・やなぎの代表的イメージはシダレヤナギのように枝を下に垂らす樹形だと思うが、文献

調査でまずわかったのは、多くの種類の柳はしだれることなく、上向きに枝を伸ばすとい

うこと。 

・圏央道坂戸インターチェンジ建設にあたって、埼玉県が作成した環境アセスメントの資

料によると、越辺川沿いにジャヤナギとマルバヤナギの群生地が点在しているらしい。こ

こまでは単なる「調べ学習」だ。 



・マルバヤナギは別名アカメヤナギともいい、冬芽が赤いのが特徴だ。華道部の作品で、

マルバヤナギの赤い冬芽を見慣れていたので、自分でも識別できると思い、張り切って現

地調査を行ったが、幹と枝だけの冬の木々を見て、何もわからなかった。生け花の花材と

して店頭で売っているような、立派な冬芽をつけた枝は見当たらなかった。 

ここまでが、前回のあらすじ。 

 

この話をした直後に、力強い味方が現れてくださった。生物担当の I 先生が、柳にとても

詳しく、ご自身、研究をしておられるということだった。先生によると、４月頃、柳の花

が咲く時期が識別のチャンスだという。柳の花には花弁がない。裸花だ。先生から、柳専

門の図鑑をお借りして、３月下旬から４月にかけて、毎週、自分が決めた定点観測ポイン

トに足を運んだ。残念ながら 1 学期始業式には間に合わず、話題にできなかったが、４月

12日、ついに柳らしき花を見つけて、写真を先生にお見せしたところ、「これは柳ですよ。

マルバヤナギかな」との見立てをいただいた。観測ポイント一帯は、その時期、同じ花を

つけた木々が群生していた。マルバヤナギは、その名のとおり、葉が丸っこい。いわゆる

柳葉包丁のような、細長くてシャープな形状ではない。 

 

越辺川の岸辺には、しだれない柳の群生地が確かにあった。冬には丸裸だった柳は、４月

に入ると急速にさみどりの葉を茂らせて、大量の花を咲かせていた。 

 

柳は落ちた枝から容易に根を出す生命力で知られる。先生の研究によると、落ちた葉から

も、時には半分に切った葉からさえも根を出すことがある。その写真も見せていただいた。

洪水のような過酷な環境変化に耐えて、命をつなぐのが柳の強さだという。本校はそうい

う柳をシンボルにしている。誇りを持ってほしい。今日はこのことを伝えたかった。 


